
第 6章　新型コロナウイルス感染症

1．調査の背景
2019 年に中国湖北省武漢市から発生したと推定される新型コロナウイルス感染症は，急速に世界中に蔓延した．

日本では，2020 年 1 月 15 日に武漢市に渡航歴のある肺炎患者から，新型コロナウイルスを検出した．その後，2022
年末までに1波から8波までの急激な感染者数の増加を経験した．とくに2022年 1月より感染力の高いオミクロン
株の流行により，2021 年末までと比較して非常に多くの感染者が発生した．

今回の調査は，慢性透析患者における感染状況と致死率，ワクチンの接種率や接種回数などを調査することを目
的とした．

2．新型コロナウイルス感染症患者　2022 年陽性診断月（2022 年 1 月から 12 月まで）
2022 年は非常に多くの方が新型コロナウイルスに感染した．2022 年末透析実施者（2022 年末患者）のうち，2022 年

新型コロナ陽性診断月に 39,293 人（月不明 6 名含む）の記載があった．月別陽性患者数を図 40に示す（補足表
40）．2022 年 1 月から感染力の高いオミクロン株の流行が始まり，6 波，7 波および 8 波を経験した．

図 40　  新型コロナウイルス感染症患者　2022 年の陽性診断月 （患者調査による集計）
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3．慢性透析患者における新型コロナウイルス感染症の罹患率と致死率
2022 年の新型コロナウイルス感染者は 41,427 人であった．その内訳は，「2022 年末患者で 2022 年新型コロナ陽

性診断月に記載があった 39,293 人（月不明 6 名含む）」と，「2022 年死亡患者で，2022 年新型コロナ陽性診断月に
記載がある患者あるいは死因が新型コロナウイルス感染症であった患者 2,134 人」の合計である．

また，2022 年に新型コロナウイルス感染症で亡くなった患者は，「2022 年死亡患者で，2022 年新型コロナ陽性診
断月もしくは翌月に死亡した患者あるいは死因が新型コロナウイルス感染症の患者」と定義し，1,493 人であった．

2022 年の罹患率＊1 と致死率＊2 は下記の計算式を用いて求めた．2021 年末の慢性透析患者数は 336,182 人，2022
年末の慢性透析患者数は 334,653 人で計算した．この結果，罹患率は 12.35％，致死率は 3.60％であった．

新型コロナウイルス感染症患者数および罹患率の推移を見ると，2020 年の感染者数は 950 人で罹患率 0.28％，
2021 年は感染者数 3,378 人で罹患率 1.0％，2022 年の感染者数は 41,427 人で罹患率は 12.35％であった．2022 年感染
者数と罹患率は昨年までと比較し非常に高く，これまで流行した株と比較して，オミクロン株の感染力が非常に高
いことが影響していると考えられた．

また，新型コロナウイルス感染症患者の致死率は，2020 年では 16.9％，2021 年では 27.1％であるのに対し，2022
年の致死率は 3.6％に低下していた．オミクロン株の感染力は高いが，従来株と比較して毒性が低いこと，慢性透析
患者のワクチン接種率が高いことが影響していると考えられた．

＊1　罹患率

＊2　致死率

＊3　2022 年新型コロナウイルス感染症患者数
「2022 年末透析実施患者で 2022 年新型コロナ陽性診断年月に記載のあった患者」と「2022 年死亡患者で，2022

年新型コロナ陽性診断月に記載のあった患者あるいは死因が新型コロナウイルス感染症の患者」の合計

＊4　2022 年新型コロナウイルス感染症で亡くなった患者数
2022年死亡患者で，2022年新型コロナ陽性診断月もしくは翌月に死亡した患者あるいは死因が新型コロナウイル

ス感染症の患者数

2021年と2022年ではウイルスの性質が異なるため，罹患率と致死率の計算式を変更した．罹患率計算の際，2021
年は「新型コロナウイルス検査が陽性の患者」で過去に感染があった患者も含んだのに対し，2022 年は「2022 年新
型コロナ陽性診断年月に記載のあった患者」と 2022 年感染者のみに限定した．

致死率についても同様に，2021 年は「2021 年死亡患者で新型コロナウイルス検査が陽性あるいは死因が新型コロ
ナウイルス感染症の患者」と過去に感染があった患者も含んだのに対し，2022 年は「2022 年死亡患者で 2022 年新
型コロナ陽性診断月もしくは翌月に死亡した患者，あるいは死因が新型コロナウイルス感染症の患者」と 2022 年に
陽性であったとしても新型コロナ陽性診断月と同月もしくは翌月死亡の患者のみに限定した．

2022 年新型コロナウイルス感染症患者数＊3

×100
（2021 年末透析患者数＋2022 年末透析患者数）÷2

2022 年新型コロナウイルス感染症で亡くなった患者数＊4

×100
2022 年新型コロナウイルス感染症患者数＊3
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4．治療方法と新型コロナウイルス感染症の既往
2022 年末患者の治療方法別の新型コロナウイルス感染症の既往を表 5に示す．ここで言う「既往あり」とは，

2020 年から 2022 年末までに一度でも新型コロナウイルスが陽性となった患者を指す．
透析患者全体の感染既往は 16.6％であり，感染既往は腹膜透析が 12.2％と最も低かった．しかし，同じ在宅治療

である在宅血液透析の感染既往は 16.2％と全体の感染既往と大きな差はなく，背景の年齢が影響しているものと考
えられた．

5．年齢と新型コロナウイルス感染症の既往
2022 年末患者の年齢別新型コロナウイルス感染症の既往を図 41に示す．全体の感染既往は 16.6％であり，感染

既往は年齢が若い層ほど高く，年齢が上がるごとに低下する傾向にあった（補足表 41）．これは一般人口と同様の
傾向にあり，活動度などが影響していると考えられた．

図 41　年齢と新型コロナウイルス感染症既往ありの割合，2022 （患者調査による集計）
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表 5　治療方法と新型コロナウイルス感染症の既往，2022
治療方法 既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

施設血液透析 90,767 17,991 108,758 1,394 27,394 137,546
（％） （83.5） （16.5） （100.0）

血液透析濾過 125,425 25,397 150,822 1,025 34,248 186,095
（％） （83.2） （16.8） （100.0）

血液濾過 171 52 223 0 5 228
（％） （76.7） （23.3） （100.0）

在宅血液透析 441 85 526 7 217 750
（％） （83.8） （16.2） （100.0）

腹膜透析 4,174 581 4,755 470 2,846 8,071
（％） （87.8） （12.2） （100.0）

腹膜透析と血液透析の併用 1,247 217 1,464 42 457 1,963
（％） （85.2） （14.8） （100.0）

合計 222,225 44,323 266,548 2,938 65,167 334,653
（％） （83.4） （16.6） （100.0）

記載なし 0 0 0 0 0 0
（％） （0.0） （0.0） （0.0）

総計 222,225 44,323 266,548 2,938 65,167 334,653
（％） （83.4） （16.6） （100.0）

（患者調査による集計）
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6．性別，透析歴および糖尿病の有無と新型コロナウイルス感染症の既往
2022 年末患者の性別新型コロナウイルス感染症の既往を図 42に，透析歴別新型コロナウイルス感染症の既往を

図 43に，糖尿病の有無別新型コロナウイルス感染症の既往を図 44に示す（補足表 42，43，44）．
性別による感染既往は男性が 16.9％と高い傾向にあった．透析歴については，2 年以上 10 年未満の患者で高い傾

向にあったが，透析歴の長さとの明確な正の関係はなかった．糖尿病については，糖尿病患者の感染既往は 16.9％
と高い傾向にあった．

図 42　性と新型コロナウイルス感染症の既往，2022 （患者調査による集計）
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図 43　透析歴と新型コロナウイルス感染症既往ありの割合，2022 （患者調査による集計）
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図 44　糖尿病の有無と新型コロナウイルス感染症の既往，2022 （患者調査による集計）
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7．年齢と新型コロナワクチン接種率および接種回数
2022 年末患者の年齢別新型コロナワクチン接種率について図 45に示す．年齢とともに接種率は高くなる傾向に

あった（補足表 45）．接種回数については 5 回接種者の割合や接種回数の平均は年齢とともに増加する傾向にあっ
た（図 46，補足表 46）．

図 45　年齢と新型コロナワクチン接種率，2022 （患者調査による集計）
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図 46　ワクチン接種がありの患者　年齢と新型コロナワクチン接種回数，2022
（患者調査による集計）

5回
4回
3回
2回
1回
0回

歳20未満 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
0

％
100

90

10

20

30

40

50

70

80

60

2.52.5

30.030.0

37.537.5

22.522.5

7.57.5

1.21.2

13.013.0

25.925.9

31.831.8

28.128.1

0.90.9
11.611.6

23.523.5

32.432.4

31.631.6

0.70.7
8.78.7

19.819.8

34.134.1

36.836.8

0.60.6
5.65.6

16.516.5

35.135.1

42.242.2

0.50.5
3.53.5

10.610.6

30.130.1

55.355.3

0.40.4
2.72.7
8.88.8

27.527.5

60.760.7

0.50.5
2.92.9
9.39.3

28.828.8

58.458.4

0.50.5
2.82.8

10.010.0

30.230.2

56.556.5

504 わが国の慢性透析療法の現況（2022 年 12 月 31 日現在）


	001-004-473-476-初
	005-009-477-481-初
	010-014-482-486-初
	015-017-487-489-初
	018-021-490-493-初
	022-027-494-499-初
	028-032-500-504-初
	033-034-505-506-初
	035-036-507-508-初
	037-038-509-510-初
	039-044-511-516-初
	045-056-517-528-初
	057-063-529-535-初
	064-536-初

